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第8章 アイヌ民族の宗教意識と文化伝承の課題

棲井義秀

北海道大学大学院文学研究科教授

はじめに

「アイヌ政策のあり方に関する有識者懇談会j の報告書 (2009年7月)には、「先住民族の権利

に関する国際連合宣言 (2007年9月13日採択)Jの精神と「アイヌ民族を先住民族とすることを求

める決議 (2008年6月6日衆議院・参議院)Jの方針をふまえて、今後のアイヌ政策として、①民

族差別をなくし、多文化共生社会を日本に実現するべく国民の理解を求めること、②アイヌ民族文

化の振興により先住民族の文化を保護することが述べられている。

①のためには、アイヌ民族の歴史・文化を学校教育において適切に子どもたちに伝え、自治体に

おいてもアイヌ民族に対する不適切な言動がないように広報や社会教育を実施していくことが求め

られる。②に関しては、アイヌ民族自身が民族文化の学習・伝承の機会を求めたいという声に応じ

て必要な施設の整備、啓発的な講座を実施し、有形・無形の文化財を調査して保全・保護・育成す

る施策がとられるべきであろう。

このような具体的な施策をなすにあたって、アイヌ民族において伝統文化がどのように伝承され、

維持されているのかを把握した上で適切な課題を設定することが何よりも重要である。しかも、ア

イヌ民族文化は伝統文化に留め置かれるものではなく、アイヌ民族自身が現代社会に適合的な文化

の創出を行っていることにも留意が必要である。

本調査では、アイヌ民族文化の核となる宗教意識と文化伝統の2点から、民族文化の現況を報告

する。

第1節 アイヌ民族の宗教意識

宗教というのは、伝統宗教であれ、新宗教であれ、教団に所属して定例的な宗教行事に参加した

り、特定の信仰告白を行ったりすることにのみ限定されるものではない。人生観や社会観の基礎と

なる世界観(現世と来世、人間界と神々の世界等)や、そうした世界観に基づく社会関係のっくり

かたも広い意味での宗教の領域に含めて考えられる。伝統社会では人聞が宗教文化の中に産み落と

されるために、特段宗教を意識せずとも宗教的行為を行うことができるが、現代では宗教を自分の

意志で選択するという意識が強まっている。文化伝承のあるところ宗教的文化も後の世代に継承さ

れているのであるが、そのような継承も含めて自由に意志決定できるのが現代社会である。アイヌ

民族の伝統的な世界観・宗教文化もまた、現代のアイヌ民族によって選択的に継承され、新しく作

り替えられていくのであるう。

さて、このように宗教を大きく捉えたところで、もっとも宗教として意識されやすい宗教組織へ

の所属状況をみることからアイヌ民族の宗教意識について述べていこう。教団への所属状況は、日

本社会、北海道社会の一般的な特徴と変わるわけではない。
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表8-1 信仰(あるいは教団所属)の概要(複数回答}

実数

比車

データ数

5， 703 

100.。

家の宗教{支持皆}として仏教を上げた人が最も多く、次いで、特定の信仰を持たない人逮であ号、

これだけで全体の昌議lを占める{表8-1)。無回答が13.5%であるから、個人的な信仰を持って

いる人はわずか6%前後ということになる。そのうち、教団所属ではなく、アイヌ国有の信仰{そ

ういう項目を立てた効果も考えられるが}と答えた人々が2事%であり、およそ3%余与の人々が

教随所属の特定宗教を信仰している。表8-3のキリスト教と表8-4の新宗教・その他がそれに

該当する。

とのような信仰者の割合は日本人の宗教意識に合致している。すなわち、特定の信仰・特定の教

団に所属する人は少ないが、多くの人々は宗教文化にちなんだ行事を宗教とは意識せずに遂行して

いるということである q

仏教、キpスト教、新宗教の内訳は表自-2-4の通りである。仏教宗派において、日蓮正宗へ

の所属割合が極めて高い。浄土真宗を凌ぐという点は注阿されてよい。北海道において布教の歴史

が古い浄土真宗は、北陸言者県からの移住者にも支えられ、道内ではもっとも教勢が強い宗派であるa

これに対して、日蓮lE~書は日蓮宗の中でも多数派とは言い難く、道内における教勢の伸張は、創傾i

学会の教勢拡大と軌をーにしていたはずである。現在、創価学会と日蓮lE宗は扶を分かつているた

めに、日蓮正宗と答えた人が学会員であるのか、学会を辞めて日蓮玉泉に移動した人々であるのか

は不明である。宗皆無記入の人は、少なくとも檀那寺との関係はあまりないだろうし、自覚的な信

仰ではない可能性がある。

キリスト教会に所属している人々は数派を明確にしなかった人が多いので、カトリッタが多いの

かプロテスタントが多いのかは不明である。

新宗教に関していえば、創価学会がほ本最大の新宗教である以上、総の教団を凌ぐのは当然であ

るが、立正佼成会や真如苑といった大規模・中規模教団に比べても信者数は多い。やはり、日蓮正

宗との関係で創価学会の教勢を理解した方がよいだろう。

アイヌ情!有の信仰と4蓄えた人達の世界観剛宗教観は個別に言語を開きたいところだが、次の項?とお

いて少し詳しく考察したい。

表8-2 仏教の宗派内訳

実数

構成比

合計

2.632 

1∞，。

単佼人、私

天台宗

3 

0.1 
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単位・入、%

29 

1∞G 

合計

表8-3

実数

構成比

合計

136 

1田 Q

表8-4

数

蜘
業

構

実数

構成比

アイヌ民族の伝統的文化と宗教儀札第2節

アイヌ民族の宗教的世界観とは、言者擦や神々があの世から人間界のこの世にやってきて人間違と

クマ送哲、ブタロウ送りなどでは、カムイと称される神々を供応し、

との発想はそ/に対してもみられ、人間界で役立つた品物が壊れて廃棄され

交流するというものである。

神の世界に送り返ナ。

る場合に、丁寧に送り返すという。

あの世とこの世が一人の人間を中心として過去一現在一未来とつながっているわけではなく、神々

の世界と人間界という対応において認識され、人間界では神への祈り{カムイノミ}によって神々

と交信する。神々が人間の祈りをきいてくれれば、人聞は神々を称え、贈り物をし、祈りをきいて

くれなければ贈り物をしないという。緩めてjJ動的で亙部H約な関係である。

祭事において、先祖の祭{シンヌラツノ~)はととのほか重要であ p、あの1ltにおいて神々 と同様

の暮らしを行う祖先に対して祈pを献げて、子孫への加護を題買う q アイヌ民族の宗教観の核にある

のは、神々の世界に対する働きかけである。アイヌ民族は、神々との互酬的な関係伎を共同体的な

とのような宗教観や諸儀礼の実施はどうなっているのだろうか。現在実施しているという

のは、カムイノミやシンヌラッパでもlO%fと満たない。送習の儀礼となると動物にしても器物にし

倫理規範の基盤として生活していたとされる。

現在、

ても稀である。聖地における拝み、まじないや重量をおろす等の行為は伝聞として知っている人でも

十数%である。アイヌ民族の伝統的な宗教観・宗教儀礼に関してまとめると、実践の度合いは相当

に低く、過去の出来事としての認知も低い。

先住民族であるからといって伝統的民族文化・宗教文化をそのままの形で保持しているわけでは

ない。伝統的な日本人剛日本民族の文化といったところで、

m 

どの時代・どの地域の文化を伝統とす

るのかという問題があろうし、そもそも数ト年前の宗教文化的な僚行すら腐れているのが実情であ

る。北海道開拓の膝史の中で同化を強要され、近現代の社会変動を共に経験しているアイヌ民族が、

日本社会に生活する多くの人々問機iζ伝統文化を記憶として保持していたとしても自然なことと恩

われる。
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表8-5 アイヌ畏族の宗教儀礼実践 単位・入、%

現在も実践 過去に体験し 人的話ゃうわさ
知ら壮い 無回答 合計

している たことがある 等雪量uっている

クマ送事 実構成数比 l 自31 位755 L38232 4 E43L 45 l 
L偲6 5， 703 

18. 2 100.0 

クマ以外の動物 実数 38 193 1，071 3，242 1，159 5，703 

送り 構成比 O. 7 3.4 18.8 56.8 20.3 lαE日

実数 269 426 1，708 2，264 1，036 5， 703 
サケを迎える犠式

構成比 29.9 4， 7 7.5 39. 7 18.2 lα5日

伝統的な婚礼ー葬 実数 76 302 1.155 3，018 1，152 5， 703 

犠 構成比 1.3 5.3 刻。3 52.9 20.2 100.0 

伝統的な地鎮祭・ 実数 119 357 976 3，086 1，165 5，703 

新築祝い 構成比 2. 1 乱3 17. 1 54.1 20.4 l(泊。

伝統的な先極供養 実構成数比 5938 3 I6E 12 7 L 10834 1 Z，4438s 7 
1，040 5， 703 

18.2 1α0.0 

イナウを捧げる
実数 424 541 9自5 2， 677 1，076 5，703 

構成比 7.4 9.5 17.3 46.9 l乱9 l朗自

神々へ昭祈り 実構成数比 4732 6 4邑田7 l，2幻203 23443m 8 
1，055 5， 703 

18. 5 100.0 

神聖な場所，、の 実数 282 332 1，070 2，開5 1，134 5，7(陥

祈型 構成比 4.9 5.8 18.8 50.6 19.9 lα0.0 

海・}I[，山での 実数 19日 185 923 3，261 1.144 え703

タプ]や約束事 構成比 3.3 3.2 16.2 57.2 20. 1 100日

主題数 96 156 749 3，501 1，195 5， 103 
者博物送哲

構成比 1.7 2. 7 13. 1 61. 5 21. 0 100.0 

実数 48 17ヨ 7ヨ4 3，502 1.18日 5， 703 
まじない

構成比 0.8 3. 1 13.9 61. 4 20. 7 100.0 

己主いや捕者おろす
実構成数比 035 6 4245 3 12730 8 3，641S-3 1 

1，210 5， 703 

入拡みてもらう 21. 2 1α0.0 

実数 322 215 825 3，H犯 1，151 5，703 
夢見を大事にする

構成比 5.6 3.8 14.5 55.9 20.2 100自

外jj手的な文化伝承にのみとらわれることなく、文化のエスブpの継承や現代的なアイヌ文化の創

造にも回を向けるべきだろう。この報告ではエスプワの問題のみ、次節で論じておこう。

第3節アイヌ民族らしさ{アイヌプリ}

もちろん、人それぞれの答え二信があろうと恩う。今回の調査において、この設問を入れて自由に

回答してもらったが、合替のある答えが多かったe それらを読みながら、エスプEとしてのアイヌ

プ習が生きているという気がした。

最も多い回答が、アイヌ民族の伝統文化・生活慣習等を覚えていること、実際にやることであっ

た。その次に、アイヌ民族としての特性、すなわち自然との共生をあげる人達が多かった。より、

具体的には次のような回答になろう。

「アイヌ諮をしっかり覚え、昔、フチのふところの中で聞いていたウポポを忘れずいる事。ヱカシ

が111で取ってきた動物遠の保存方法を活用し冬に食する事。きのこは、サラニップに入れて111に取

世に行く事。{ピニーノレ袋では菌が落ちない為)私は、期j繍が出来ないけれど、せめて、子供、孫

の為、作る技術を持ってゆく事。最後に、自然に対して、全てにおいて感謝する心を;忘れず、また
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その事を子供遼に伝えてゆく事』

「アイヌブりとは、私の祖母達→先祖が生きるために行なって来た(実践)行ない。アイヌ民族が

行なって来た独自の祭事とか、まじないとか、夢うらない等。小さい時{チ供の時)聞いた詣では、

先祖供養の持、何回忌をアイヌブリで行なった…等と良〈耳に致しました』

また、アイヌ民族として生きることを家族、近隣、社会関係の中で捉える回答もあった。外形的

なものではなく、人へのIL.'"というものである。

「先祖が行なったようにはできなくとも、生活の中で、人に対ずる思いや、食べること感動するこ

と、アイヌの歴史を知ること、アイヌがどのように大変だったのか、まずそのようなことを一人一

人が色々な方法で調べるととで、アイヌの血が流れている自分を愛しく感じるようになって少しづ

っアイヌ文化が大切に思うようになると思いますJ

「人を大切にし、物をあげあったり、皆殺せきのようにする事、年寄りにはやおしくする、 f可か

(アイヌ言語等)知っているから、アイヌではない。アイヌプpとは、アイヌの精神、やさしさや衿々

への感謝等、日々の生活に感謝する事であるJ

そして、このような精神があれば、外形的な生活様式が変わったとしても、それはアイヌ民族ら

しさなのだという指摘もある。

「過去の生活に戻るのではなく、現在の生活環境の中で、食べ物に対する考え方、無駄に捨てない、

最後まで使い尽す、物を大切にする。向然や動物、練物に対しては、敬謙な心を持つとと。祖先を

大切にする事。近隣の人たちにも寛容の心を持つこと。など全てである。これ以よ環境破壊をして

もらいたくない。烏や動物が住める自然を残してもらいたい。アイヌの口承文芸がもっと広まって

多くの人がその内容が分るようになれば良いと思う。これらが普通にあり、人々があたり前のこと

として、受け入れるならばすなわちこれがアイヌプ担なのだ…と考えます』

r@自然とともに生きる。。感謝の気持ちを持ち@。創意工夫して暮らす。@人々は支え合いの気

持ちを大切にする。など漠然としているが、精神文化をあらわすのだと考えます。生活形態が変化

する中でも、言訟を中心に伝えて行くことは大切ですが、表商だけのアイヌブロではいけないもの

と怠います』

冗長な解説を加える必要もないだろう脅アイヌプリとはエスプリである。

しかしながら、文化には形や裂、物質的な存在が必要であるとともまた-----面の真理である。言語

や儀礼の実践、憤響的な行為を通して、人はエスプ担を学ぶわけである e そのように考えると、伝

統的な生業(農耕・漁勝・交易等)のうえに培われてきた自然との共生という精神は、北海道の自

然豊かな地方で生活している人であっても現実の生活からは少しずつ失われかねないものである。
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ましてや、都市生活者剛勤め人であれば、日常生活において自然との関わ哲は少なくなる。冠婚葬

祭にアイヌ民族固有の儀礼を行わなくなれば、神々との関わ与を一つの祈Pの型として学習する機

会も失われる。

そこで、アイヌ文化の伝承活動や学習が必裂になってくるのである。

第4節 アイヌ文化の伝承・復興活動への毒事加

アイヌプりの外形的な文化を伝えているブチやまカシから、アイヌ穏や口承文芸、楽器製作・演

奏、刺繍・織物、伝統的な食物採集訟や漁法、猟、及びアイヌの伝統食を直接iこ学ぶ機会を得てい

るアイヌの人々は少ない。地域の生活館における文化活動やアイヌ文化の保存・普及に努める財団

や民間団体が主催する学習会、イベント等において、文化の形を学び、会得するのである。

表8-6 アイヌ文化の伝承活動・復興活動への参加 単位・入、%

l務夜間わって かつて関わっ 鶴わったとと
無回答 青計

いる 芦とことがある がない

実数 307 724 3，618 1，出4 5，703 
アイヌ語

構成比 5.4 12. 7 63.4 18.5 1α自日

口説文芸{ユカラ、ウェベケL等) 実構成。数比 3IS2 1 
365 

43700.29 s L19139 7 
5，703 

6.4 100自

歌(ウポポ、座り里民等}
実数 361 550 え自朗 1.抽4 5， 103 

構成比 6.3 9.6 64.8 19.2 lα0.0 

実構成数比 3529 g 
686 

3，65289 5 la 1O993 2 
5，703 

議器{ムック日‘ トンコリ等)
12.0 100.0 

431 727 3，484 
L 10866 1 

5， 703 
腐り

7.6 12. 7 61.1 100.0 

実数 546 関与 3，322 1，030 5，703 
祭事{カムイノミ等}

構成比 9.6 14. 1 58.3 18. 1 lC初日

実数 175 403 札口説。 1，125 5， 703 
車種制鞠

構成比 3.1 7. 1 7日1 19. 7 100日

実数 2田 590 3，743 1，田2 5，703 
刺繍

構成比 5.0 10.3 6ι6 19.0 1α昔日

実構成数比
141 317 

4372112 1 L19139 3 
5， 703 

織物
2.5 5.6 100.0 

伝統的狩'ai¥・農法・漁法
実数 132 宜容 4，117 1，146 5，703 

構成比 2.3 5.4 72.2 20. 1 lα0.0 

実構成数比 3S描4 
624 

2，66424 6 L18989 l 
5，703 

調理・僻1芋法
10.9 100.0 

170 508 3，916 
l，191白94 

5， 703 
木彫

3.0 8.9 68. 7 lα0.0 

自然観察会(エコツア」等〕
実数 l鈎 259 4， 179 1，145 5，703 

構成比 2.1 4.5 73.3 ぬ I 100.0 

実際1<::様々なアイヌ文化の伝承活動に参加したことがあるという人はけして多くない。むしろ、

大多数の人々はアイヌ文化と直接的に関係した生活を送っているわけではない現実がある。やはり、

伝統文化の項闘を上記の表のように掲げてみても、アイヌ民族の伝統文化が生業と結びついたもの

が多く、その侍代に必要なものを最も適切なやり方で作り、使っていたのであるから、必要性がな

くなったものをあえて日常において伝承する人が少なくなるのも当然といえる。仮し、日常生活へ
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の味わいとして、アイヌ文化が生かされているととは多くの回答者が自由境目であげているととろ

であり、伝統文化への学ぴの期待は一定数あることを重視しておきたい。

音量8-7 今後、関わ型たい伝統文化(複数回答〉

実数

比車

単位入、私

刺繍

デ]タ数

5，703 

100.0 

478 

8.4 

アイヌ誇を学びたいという人が10%ではあるが、一番多いs 回答者の年齢は学齢期の青少年では

ない人が大半である。そのことを考えれば、中高年、熱，ijo層で言葉への意欲がこれだけあるという

ことに注民すべきだろう。

第5節文化の学習空間

籍モノのことではない。a:学習すべきコンテンツ、ソフトの問題であ層、②学選考園教授者との

関係の問題、③学習が促進される社会的条件のことである。

①に関してl士、かなりの程度整備されているのではないか。アイヌ民族文化に関する研究書、学

術報告書、一般書は粉当なものである。民族学誌という点においても、世界各地の先住民族との比

較において相当な研究の厚みがある。しかしながら、地域学として見た場合、沖縄学のような層の

厚さ、県民からの支持の高さの域には達していないことを認めざるをえない。アイヌ民族による白

文化の研究・振興は礁かに大事なことではあるが、北海道校会において多くの人達を巻き込んでい

くことが重要な課題と思われる。その意味で、アイヌ民族文化を学校教脊において郷土研究の一環

として適切に教える教材開発や研修等にいっそうのカが注がれるべきだろう e

②については、短期的にはアイヌ民族同士が学びを行える場を拡大していくことが重要であり、

中長期的にはアイヌ民族とアイヌ民族以外の人々が出会える場、多文化学習を目的とした施設や機

関を備えることが望まれる。アイヌ民族といっても、父方母方ともアイヌ民族である人、片方だけ

がアイヌ民族である入、アイヌ民族の配偶者である人と血縁・系譜関係においても様々である。ま

た、アイヌ民族文化を学べる環境にあった入、ぞれが全くなかった人もいる。このような現状にお

いて、血縁や民族文化の継承度合いから、アイヌ文化の真正性 (au出開国.d守)を強く捉えない方が、

学習者・教授者へのストレスが軽減されるものと考える。

③の問題は、文化振興策だけでは解決できない。アイヌ民族文化を学習したいのはやまやまだが、

日常生活や家計を支えるだけで精一杯であるという人遺書;~ド常に多い。時間・生活上の余絡がなけ

れば、或いは余裕ができたらという背の多さは、アイヌ民族ならびに北海道の地方で生活する人々

の実感だろうと思われる。この問題を根本的に解消するのは文化政策の範闘を超えるので、戦略と

しては、文化伝承が可能な高齢者と教育段階にある若い世代にターゲットを絞り、文化伝承の担い

手づくりを考えるのも手かと思われる。
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おわりに

近年のアイヌ政策、民族文化振興策によって、北海道社会においてアイヌ民族であることに誇り

を持ち、文化伝承に意欲を持っている人達が増えてきたことは大いに言手術されるべきことと思う。

自由回答項目において、子ども時代をふ哲返っていじめ、差別体重量を想起し、現在との比較におい

て感慨安述べられる高齢者も多くいた。その感慨も、日本政府に対して蓑JjIJ審問化・土地接収{慣

習的利用穫の不当な毒剤奪という意識を持たれておられる方も多い)等に伴う補償を要請したいとい

うものから、アイヌ民族文化の伝承に必要な公用地の利用権を確保したいというもの、あるいは、

アイヌ民族/和人という差異性を押し出す文化政策をこえて、地域社会やR本社会においてお互い

の文化や価償観を尊重し合う共生への道筋を建設的に模索するべきだという意見まで様々である。

それぞれの立場や考えによって、アイヌ民族文化の振興をどのように進めていくのかに対して窓

見が異なる。それらを一律にまとめることは調査としては正当なや号方ではないだろう。しかし、

調査者の立場で最後に一言付け加えるならば、アイヌ民族文化の振興策に係る聞や北海道の予算に

は格段の配慮を求めたい。 200吉年末の行政刷新会議が進めた事業仕分けでは文教予算が大いに削減

を求められ、北海道においても文化振興の経費について議論が生じている。予算策定と執行におい

て透明性を高め、無駄を省くことは極めてE重要であるが、教育や文化政策は短期的な結呆や成呆を

求めてなされるべきものではない。

アイヌ民族文化が先住民の寅震な文化遺産であり、現在のアイヌ民族においては文化的資源でも

ある。日本社会が政治の場で多文化共生社会の実現にはアイヌ民族文化の振興が不可欠のものと政

治判断を下した。アイヌ民族自身が勝ち取明、日本社会が支援を決めたこの歴史的潮流を覇軍めるべ

きではないとのみ付言して、この項闘の報告を終えたい。

(楼弁義秀)


